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はしがき

この報告書は、国立国会図書館調査及び立法考査局が実施した平成 29（2017）年度科学技術
に関する調査プロジェクト「自動運転技術の動向と課題」の成果です。

国立国会図書館の「科学技術に関する調査プロジェクト」は、平成 22（2010）年度に発足し
ました。その目的は、一般に非常に専門性が高いとされている科学技術政策の分野で、議員の
皆様が政策を立案し、また国会で活発な議論を行う際のよりどころとなる知識基盤の整備・充
実を図ることです。この目的に沿って、毎年度、特定のテーマの下に外部の研究者の方々とも
連携して調査を行い、その結果を報告書として国会及び議員の皆様に御提供してきました。

平成 29（2017）年度のプロジェクトにおいては、「自動運転技術の動向と課題」（本報告書）、
「人工知能・ロボットと労働・雇用をめぐる視点」、「データ活用社会を支えるインフラ」及び
「政策決定と科学的リテラシー」の 4つのテーマを取り上げ、調査を実施しました。いずれも
近年世界的に活発な議論が展開され各国がその研究開発成果を競っているテーマであり、我が
国の科学技術政策においてもその中核を成しています。プロジェクトでは、調査を実施するに
当たり、技術動向を紹介するとともに、その研究開発又は普及が社会に及ぼし得る影響・課題
や、既存の政策・法制度等に関する課題についても理解が深められる成果となるよう努めまし
た。他の報告書についても、御高覧いただければ幸いです。

この報告書「自動運転技術の動向と課題」の趣旨・目的は、「はじめに」において詳述して
おります。自動運転技術の開発は日米欧を中心に活発に取り組まれており、我が国の成長戦略
における主要な政策として位置付けられています。その一方で、自動運転車の普及に向けては、
技術的課題だけにとどまらず、法的、社会的、倫理的課題なども指摘されているところです。
こうした認識の下、自動運転に関する基礎的情報からその普及に向けた論点・課題まで幅広く
調査し、裏付けのある正確な情報を基に、客観性・中立性に配慮しつつ、できる限り分かりや
すい表現で、その成果を取りまとめました。

本報告書が、科学技術政策・イノベーションに関する国政審議、議員の皆様の研究のお役に
立つことを、またこの問題に関心を寄せられる方々に広く活用されることを心から願うもので
す。

平成 30年 3月

国立国会図書館　調査及び立法考査局長　大曲　薫
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